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自衛隊体操

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐
屯
地
（
団
長
兼
ね
て
駐
屯
地
司
令

深
田

尚
則

一
陸
佐
）
は
、
県
知
事
、
大
津
市
長
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
の
ご
臨

席
の
も
と
、
混
成
団
創
立
八
周
年
、
駐
屯
地
創
設
五
十
六
周
年
記
念
行
事
を
盛
大
に

開
催
し
た
。

当
日
は
、
曇
り
空
の
中
で
の
行
事
と
な
っ
た
が
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

観
閲
式
は
、
中
部
方
面
混
成
団
副
団
長
（
佐
藤
一
陸
佐
）
を
部
隊
指
揮
官
と
し
て

団
隷
下
部
隊
が
参
列
、
観
閲
行
進
で
は
、
中
部
方
面
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
第
一
〇
九

教
育
大
隊
に
入
隊
し
た
新
隊
員
、
第
一
一
〇
教
育
大
隊
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
、
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
、
第
四
十
九
普
通
科
に
加
え
、
各
地
か
ら
の
支
援
部
隊
の
車
両
が

来
場
者
の
前
を
行
進
し
、
大
き
な
喝
采
を
浴
び
た
。

式
典
後
は
、
記
念
行
事
初
と
な
る
中
部
方
面
音
楽
隊
と
ラ
ッ
パ
隊
と
の
コ
ラ
ボ
演

奏
、
大
津
駐
屯
地
名
物
新
隊
員
に
よ
る
自
衛
隊
体
操
、
迫
力
あ
る
模
擬
戦
闘
が
行
わ

れ
、
見
学
者
を
圧
倒
・
魅
了
し
、
盛
況
の
う
ち
に
、
記
念
行
事
を
終
了
し
た
。

▼
本
年
四
月
一
日
に
着
任
以
来
、
数
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
毎
日
が
、
新
た
な
発
見
や
新
た
な
出
会
い
と
の
連

続
で
、
ま
さ
に
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
時
間
の
経
過
を
と

て
も
早
く
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
こ
の
度
、

中
部
方
面
混
成
団
の
機
関
誌
で
あ
る
「
か
け
は
し
」
へ

の
投
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
紙
面
の

一
部
を
借
り
ま
し
て
、
忙
中
閑
有
り
と
い
う
趣
旨
か
ら
、

「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
と
題
し
ま
し
て
、
日
頃
の
思
い
の

ま
ま
に
、
書
き
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
仕
事
が
煮
詰
ま
っ
て
忙
し
く
な
り
、
ま
た
窮
地
に
陥

る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
つ
い
つ
い
癇
癪
を
起
こ
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
経
験

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
後
は
、

癇
癪
を
起
こ
さ
れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
起
こ
し

た
方
も
後
味
が
悪
い
思
い
が
残
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
思
い
を
し
て
苦
し
む
な
ら
、
一
層
、
癇
癪
を
起

こ
さ
な
い
方
が
ど
れ
だ
け
お
互
い
幸
せ
か
と
い
う
の
は
、

考
え
る
余
地
も
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
な
か

な
か
、
癇
癪
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
の
は
、
難
し
い
こ

と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

癇
癪
を
ひ
ら
が
な
で
書
く
と
「
か
ん
し
ゃ
く
」
で

す
。
前
述
に
「
か
ん
し
ゃ
く
」
を
起
こ
す
と
お
互
い
に

苦
い
思
い
を
し
、
そ
れ
な
り
に
苦
し
い
気
持
ち
に
な
る

と
記
し
ま
し
た
。
そ
う
で
す
。
苦
が
残
る
の
で
す
。
苦

を
ひ
ら
が
な
で
書
く
と
「
く
」
で
す
。
「
か
ん
し
ゃ
く
」
を
起
こ

す
と
「
く
」
が
残
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら

こ
の
「
か
ん
し
ゃ
く
」
か
ら
「
く
」
を
無
く
し
て
し
ま

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
残
る
の
は
、｢

か
ん

し
ゃ
」
で
す
。
そ
う
で
す
、
「
感
謝
」
な
の
で
す
。

人
に
対
し
て
イ
ラ
つ
い
て
、
癇
癪
を
起
こ
し
そ
う
に
な

っ
た
時
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
今
ま
で
に

そ
の
相
手
に
何
か
し
て
も
ら
っ
て
感
謝
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
も
し
癇
癪
を
起
こ
し
て
、
相
手

に
腹
が
立
っ
て
仕
方
な
い
時
に
、
自
分
を
静
め
る
た
め

に
、
同
様
に
相
手
に
対
す
る
感
謝
さ
が
し
を
試
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
も
し

か
し
た
ら
、
癇
癪
と
い
う
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
に
私
は
そ
の
努
力
を
常
に
試
み
て

い
ま
す
。
「
感
謝
」

コラボ演奏

ち

ょ

っ

と

一

服

平成２７年５月９日
（入場者４５００人）

駐
屯
地
司
令
感
謝
状

感
謝
状
受
賞
者

混
成
団
長
感
謝
状

混
成
団
長

深

田

尚

則



連
隊
は
、
第
四
中
隊
（
中

隊
長

平
川
一
尉
）
担
任
で

五
月
二
十
七
日
～
二
十
九
日

の
間
、
海
田
市
駐
屯
地
が
実

施
す
る
隊
内
生
活
体
験
を
支

援
し
た
。

四
社
二
団
体
七
十
名
の
生

活
体
験
参
加
者
は
、
基
本
教

練
、
救
急
法
や
担
架
搬
送
の

ほ
か
、
十
キ
ロ
行
進
で
、
重

さ
約
二
十
キ
ロ
の
荷
物
（
最

終
行
程
の
み
希
望
者
）
を
背

負
っ
て
徒
歩
行
進
な
ど
を
体

験
し
た
。

す
べ
て
の
訓
練
を
終
え
た

生
活
体
験
参
加
者
の
一
人
は

「
団
体
行
動
で
時
間
を
守
る

難
し
さ
や
仲
間
と
助
け
合
う

大
切
さ
を
学
ぶ
良
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
」
と
の
感
想

を
述
べ
た
。

第２４号 か け は し （２）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長

齊
藤
一
陸
佐
）

は
、
六
月
八
日
か
ら
十
二
日

ま
で
の
間
、
海
田
市
駐
屯
地

及
び
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い

て
中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

深
田
一
陸
佐
）
の
実
施
す
る

総
合
隊
務
視
察
を
受
察
し
た
。

連
隊
・
海
田
市
駐
屯
地
に

お
い
て
、
状
況
報
告
、
勤
務

隊
舎
及
び
集
約
倉
庫
の
実
視
、

引
き
続
き
連
隊
隊
員
と
の
懇

談
が
実
施
さ
れ
、
連
隊
の
取

り
組
み
、
問
題
点
等
を
確
認

し
て
い
た
だ
い
た
。

混
成
団
長
は
、
総
評
に
お

い
て
「
本
視
察
を
通
じ
、
第

四
十
七
普
通
科
連
隊
が
、
本

職
の
意
図
を
体
し
、
常
備
自

衛
官
及
び
即
応
予
備
自
衛
官

が
一
体
と
な
っ
て
任
務
を
完

遂
で
き
る
連
隊
を
育
成
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

指
導
事
項
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
是
正
改
善
し
、
精
強

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
の
練

成
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

連
隊
は
、
六
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
間
、
日
本
原
演
習

場
に
お
い
て
第
一
次
連

隊
野
営
訓
練
を
実
施
し

た
。
本
訓
練
に
は
四
九

五
名
（
常
備
自
衛
官
一

九
一
名
、
即
応
予
備
自

衛
官
二
九
八
名
、
支
援

部
隊
六
名
）
が
参
加
小

銃
分
隊
戦
闘
射
撃
、
Ｍ

24
対
人
狙
撃
銃
射
撃
、

01
式
対
戦
車
誘
弾
導
射

撃
、
一
一
〇
ミ
リ
携
帯

対
戦
車
弾
射
撃
を
行
い

射
撃
練
度
向
上
を
図
っ

た
。
二
十
三
日
に
は
、

兵
庫
・
鳥
取
・
島
根
・

徳
島
・
香
川
・
愛
媛
県

総
合
隊
務
視
察
受
察

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

の
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企

業
主
等
二
十
四
名
の
射
撃
訓

練
研
修
を
支
援
し
た
。
研
修

参
加
者
か
ら
は
「
直
ぐ
に
射

距
離
判
定
を
し
て
良
く
的
に

命
中
さ
せ
て
素
晴
ら
し
い
。
」

と
い
う
所
見
を
い
た
だ
い
た
。

状況報告

情報管理検査

物品管理検査

隊員との懇談

１０キロ行進

ＬＡＭ射撃

企業主等研修 戦闘射撃



か け は し第２４号

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

（３）

連
隊
は
、
六
月
二
十
五
日
、
東

富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
七
〇
式

地
雷
原
爆
破
装
置
の
投
射
訓
練
を

実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
七
〇
式
地
雷
原
爆

破
装
置
の
訓
練
策
及
び
実
爆
策
の

投
射
訓
練
を
実
施
し
て
、
障
害
処

理
能
力
及
び
分
隊
長
の
実
員
指
揮

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
施
設
作
業
小
隊
が
実
施
し
た
。

爆
破
訓
練
は
一
連
の
状
況
下
に

お
い
て
敵
第
一
線
陣
地
の
陣
前
障

害
処
理
に
任
ず
る
施
設
作
業
小
隊

の
行
動
の
中
で
実
施
し
た
。
今
回
、

即
応
予
備
自
衛
官
が
初
め
て
投
射

訓
練
に
参
加
し
た
が
、
見
事
投
射

を
成
功
さ
せ
た
。

連
隊
（
連
隊
長

押
川
一
陸
佐
）
は
、

六
月
十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
間
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
第
一
次
連
隊

射
撃
野
営
を
実
施
し
た
。

本
野
営
は
、
八
一
ミ
リ
迫
撃
砲
の
実

弾
射
撃
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
第
二
中
隊
及
び
第
三
中
隊

が
実
弾
射
撃
を
実
施
し
た
。
射
撃
日
の

十
五
日
及
び
十
六
日
は
、
両
日
と
も
に

天
候
に
恵
ま
れ
、
第
二
中
隊
は
状
況
下

に
お
け
る
戦
闘
射
撃
を
、
第
三
中
隊
は

基
本
射
撃
（
夜
間
射
撃
を
含
む
。
）
を

実
施
。
射
撃
間
、
自
衛
官
及
び
即
応
予

備
自
衛
官
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
練
成
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
、
所
望
の
成
果
を
収
め
た
。

ま
た
、
期
間
中
直
轄
小
隊
の
隊
員

（
即
自
含
む
。
）
も
一
部
野
営
に
参
加

し
、
通
信
小
隊
は
通
信
網
の
構
成
を
、

補
給
小
隊
は
補
給
活
動
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
演
練
し
た
。

連
隊
は
、
四
月
十
三
日
及
び
十

四
日
の
二
日
間
、
高
山
射
場
に
お

い
て
連
隊
小
火
器
射
撃
競
技
会
を

実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
小
火
器
射
撃
能

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
部

隊
の
団
結
強
化
及
び
隊
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
、
小
銃
の
部
（
①
激
動
後

の
射
撃

②
防
護
マ
ス
ク
装
面
時

の
射
撃

③
利
き
腕
以
外
の
射

撃
）
、
拳
銃
の
部
（
不
意
現
出
複

数
目
標
へ
の
射
撃
）
、
機
関
銃
の

部
（
複
数
隠
顕
目
標
に
対
す
る
射

撃
）
の
三
部
門
で
競
技
、
中
隊
対

抗
方
式
（
平
均
命
中
弾
数
）
で
二

百
五
十
一
名
の
隊
員
が
競
技
に
臨

ん
だ
。
競
技
間
、
両
日
と
も
に
終

日
季
節
外
れ
の
冷
雨
と
強
風
に
見

舞
わ
れ
厳
し
い
環
境
下
で
の
競
技

と
な
っ
た
が
、
隊
員
は
普
通
科
精

神
と
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

練
成
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮
し

一
発
必
中
の
信
念
で
競
技
に
臨
ん

だ
。
閉
会
式
で
は
、
部
隊
の
部
と

し
て
総
合
優
勝
の
第
三
中
隊
、
小

銃
及
び
拳
銃
の
部
優
勝
の
第
四
中

隊
、
機
関
銃
の
部
優
勝
の
第
三
中

隊
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
個
人
と

し
て
十
二
名
の
隊
員
が
連
隊
長
表

彰
を
受
賞
し
た
。



第２４号 か け は し （４）

共中障害走

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
各
課
程

教
育
も
卒
業
に
向
け
教
育
真
っ

盛
り
。

上
級
陸
曹
課
程
は
、
初
と
な

る
総
合
訓
練
で
の
六
十
ｋ
ｍ
行

軍
に
向
け
毎
週
行
進
訓
練
を
行

い
、
陸
曹
候
補
生
課
程
（
生
徒

を
含
む
。
）
及
び
初
級
陸
曹
特

技
課
程
の
学
生
は
戦
闘
訓
練
・

各
種
器
材
操
作
・
体
力
練
成
・

課
目
試
験
等
々
毎
日
知
識
・
技

能
の
修
得
に
努
め
た
。

六
月
、
各
課
程
は
あ
い
ば
野

演
習
場
で
の
総
合
訓
練
に
臨
み

上
曹
課
程
の
学
生
は
平
均
年
齢

四
十
二
．
四
歳
な
が
ら
六
十
ｋ

ｍ
を
踏
破
、
候
補
生
及
び
特
技

課
程
の
学
生
も
各
種
射
撃
訓
練

及
び
総
合
訓
練
等
無
事
終
了
し

た
。六

月
十
六
日
、
上
級
陸
曹
課

程
の
学
生
は
部
隊
の
原
動
力
と

し
て
、
六
月
二
十
四
日
及
び
二

十
五
日
、
候
補
生
た
ち
は
一
人

前
の
陸
曹
と
し
て
、
六
月
二
十

六
日
生
徒
達
は
一
人
前
の
自
衛

官
と
し
て
、
皆
元
気
に
卒
業
を

迎
え
第
四
陸
曹
教
育
隊
か
ら
巣

立
っ
て
行
っ
た
。

第
四
陸
曹
教
育
隊

上中総合

懇
親
会

駐
屯
地
創
隊
記
念
行
事

第
四
陸
曹
教
育
隊
創
隊
六
十
一
周
年
記
念
行
事

隊
は
、
六
月
二
十
日
（
土
）
、
第
四
陸
曹
教
育
隊
創
隊
六
十
一
周
年

記
念
行
事
を
実
施
し
た
。
本
年
度
は
、
隊
員
及
び
隊
員
家
族
全
員
が
楽

し
め
る
よ
う
、
琵
琶
湖
汽
船
「
ビ
ア
ン
カ
」
船
内
で
行
っ
た
。

当
日
は
、
「
晴
天
」
と
ま
で
は
い
か
な
い
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
あ

っ
た
が
、
隊
員
・
家
族
・
四
曹
教
友
の
会
会
員
様
を
あ
わ
せ
、
総
勢
百

七
十
四
名
の
参
加
を
頂
い
た
。

零
時
三
十
分
ビ
ア
ン
カ
は
静
か
に
大
津
港
を
出
航
し
、
約
二
時
間
半

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
が
始
ま
り
、
こ
の
間
記
念
行
事
及
び
祝
賀
会
を
実
施

し
た
。

記
念
行
事
は
、
隊
長
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
四
曹
教
友
の
会

会
長
水
元
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
共
通
教
育
中
隊
長
の
乾
杯
の
発
声

に
よ
り
祝
賀
会
が
開
始
さ
れ
た
。
祝
賀
会
で
は
、
食
べ
放
題
飲
み
放
題

に
加
え
ビ
ン
ゴ
大
会
を
実
施
し
て
盛
況
な
う
ち
に
終
了
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
」
等
嬉
し
い
お
言
葉
を
頂
い
た
。

な
お
記
念
行
事
の
開
始
に
先
立
ち
船
内
に
お
い
て
四
曹
教
友
の
会
総

会
が
実
施
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

各
中
隊
教
育
真
っ
盛
り

そ
し
て
卒
業

歓
談
す
る
隊
本
部
の
面
々

渡河ボート体験乗船

五
月
九
日
（
土
）
に
駐

屯
地
創
隊
記
念
が
行
わ
れ

た
。隊

は
渡
河
ボ
ー
ト
体
験

乗
船
及
び
戦
車
試
乗
を
担

当
し
、
当
日
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
、
開
始
二
十
分
で

両
方
の
整
理
券
が
無
く
な

る
程
の
人
気
ぶ
り
で
あ
っ

た
。

戦車試乗



第２４号 か け は し（５）

女性自衛官写真

第
一
〇
九
教
育
大
隊

修
了
式

女性自衛官写真

国歌斉唱

大隊長からの式辞

一 般 陸 曹 候 補 生
自 衛 官 候 補 生 三ヶ 月 の 軌 跡

入

隊

時

四
月
（
環
境
順
応
期
）

五
月
（
練
成
期
）

六
月
（
完
成
期
）

女性自衛官写真

写真

同期は一生忘れません

写真

観閲行進 武器授与式

美味しい食事に感謝戦闘訓練練度判定 ２５Ｋｍ行進

まずは敬礼から戦闘訓練練度判定

写真写真写真写真

女性自衛官写真 女性自衛官写真 女性自衛官写真

や
や
緊
張
気
味
で
着
隊

し
た
新
隊
員
達
は
、
慣
れ

な
い
集
団
生
活
に
戸
惑
う

隊
員
も
い
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
隊
員
が
す
ぐ
に
仲
間

と
打
ち
解
け
る
事
が
で

き
た
。

入
隊
式
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
本
格
的
な
訓
練
が

始
ま
る
。
同
期
と
協
力
し
、

区
隊
長
、
班
長
の
指
導
の

下
、
訓
練
を
乗
り
越
え
て

い
く
。

大
津
駐
屯
地
創
立
記
念

行
事
で
は
、
観
閲
行
進
や

自
衛
隊
体
操
を
披
露
し
た
。

あ
い
ば
野
演
習
場
で
の
集

中
野
営
で
も
２
５
ｋ
ｍ
の

行
進
訓
練
を
元
気
に
完
歩

し
た
。

任
地
発
表
を
数
日
後
に

控
え
、
訓
練
の
集
大
成
と

な
る
戦
闘
訓
練
練
度
判
定

に
挑
み
、
勇
猛
果
敢
な
突

撃
の
末
に
見
事
任
務
を
完

遂
し
た
。

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

佐
伯
二
陸

佐
）
は
、
六
月
二
十
八
日
（
日
）
第
八
期
一
般

陸
曹
候
補
生
及
び
平
成
二
十
七
年
度
自
衛
官
候

補
生
（
女
子
）
の
修
了
式
を
挙
行
し
た
。

四
〇
七
名
の
新
入
隊
員
が
来
賓
や
多
数
の
家

族
の
方
々
に
自
衛
官
ら
し
く
逞
し
く
成
長
し
た

姿
を
披
露
し
た
。

七
月
一
日
（
水
）
大
津
駐
屯
地
で
過

ご
し
た
三
ヶ
月
の
思
い
出
と
同
期
の
絆

に
後
ろ
髪
を
ひ
か
れ
つ
つ
も
、
駐
屯
地

の
大
勢
の
方
々
に
見
送
ら
れ
て
、
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
と
文
字
通

り
全
国
の
部
隊
へ
元
気
な
姿
で
異
動
し

た
。

比叡山延暦寺史跡研修

各優秀賞の受賞者

同
期
と
の
別
れ
を
惜
し
み

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
期

部
隊
へ

大津駐屯地の方々に見送られ

それぞれの後期部隊へ

精悍な姿に成長

第
八
期
一
般
陸
曹
候
補
生

平
成
二
十
七
年
度
自
衛
官
候
補
生



か け は し第２４号 （６）

第
一
一
〇
教
育
大
隊

一般曹候補生 ３ ヶ 月 の 軌 跡

入
隊
時

四
月
（
環
境
順
応
期
）

五
月
（
練
成
期
）

六
月
（
完
成
期
）

団
体
生
活
に
も
徐
々
に
慣

れ
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
訓

練
が
始
ま
る
。
毎
日
が
新
鮮

か
つ
刺
激
の
あ
る
訓
練
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
四
月
が
過

ぎ
て
い
く
。

前
期
教
育
の
集
大
成
。
戦

闘
訓
練
練
度
判
定
、
香
色
山

登
山
走
競
技
会
と
過
酷
な
訓

練
の
日
々
が
続
く
。
今
ま
で

の
練
成
の
成
果
を
最
大
限
発

揮
し
、
自
衛
官
と
し
て
の
自

信
を
身
に
つ
け
る
。

写真写真写真

基本教練練度判定 掩体構築

香色山登山走競技会 ２５ｋｍ徒歩行進 ガス体験

団体生活のはじまり戦闘訓練練度判定

写真写真写真写真

平成２７年度一般陸曹候補生課程前期修了式

申告 奥田２士

家族とのひと時 第１５普通科連隊との合同修了式

写真

写真

写真

そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
へ

後期部隊へ出発！

涙の別れ

写真

写真写真

写真

大
隊
（
大
隊
長

増
田
二
陸
佐
）
は
、

六
月
二
十
八
日
に
第
十
五
普
通
科
連
隊
自

衛
官
候
補
生
と
の
合
同
修
了
式
を
実
施
し

た
。約

三
ヶ
月
間
の
教
育
を
修
了
し
た
一
般

陸
曹
候
補
生
二
七
八
名
は
、
自
衛
官
と
し

て
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
。
そ
の
表
情
は

自
信
に
満
ち
溢
れ
御
家
族
の
方
々
も
嬉
し

そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。

緊
張
の
面
持
ち
で
着
隊
。

慣
れ
な
い
団
体
生
活
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
仲
間
同
士
助

け
合
い
な
が
ら
自
衛
官
と
し

て
の
一
歩
を
歩
み
だ
し
た
。

訓
練
も
厳
し
さ
を
増
し
、

班
長
た
ち
の
指
導
に
も
力
が

入
る
。
各
種
訓
練
練
度
判
定

に
合
格
で
き
る
よ
う
日
々
の

努
力
が
重
要
と
な
る
。
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
強
く
た

く
ま
し
く
な
る
。

七
月
一
日
、
雨
が
そ
ぼ
降
る
中
、
善
通
寺
駐

屯
地
か
ら
後
期
教
育
部
隊
へ
と
一
般
陸
曹
候
補

生
達
は
旅
立
っ
た
。
班
長
や
同
期
と
の
別
れ
は

と
て
も
寂
し
く
、
涙
を
流
す
隊
員
も
見
受
け
ら

れ
た
。
改
め
て
こ
の
三
ヶ
月
間
で
培
っ
た
仲
間

と
の
絆
の
深
さ
を
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
職
種
や
任
地
に
配
属
さ
れ

る
が
、
第
一
一
〇
教
育
大
隊
で
の
思
い
出
は
、

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
宝
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
思
い
出
を
胸
に
新
た
な
地
で
、

ま
た
新
た
な
仲
間
た
ち
と
共
に
一
人
前
の
自
衛

官
に
な
る
べ
く
訓
練
に
邁
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

お互い頑張ろう！

武器授与式

旅立ちのとき


